
学校パワーアップ全体構想 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

荒川区立第三中学校 平成２７年度 

 

〔荒川区学校教育ビジョン〕  
未来を拓き、たくましく生きる子どもを育成する 

１ 子ども一人一人の可能性を伸ばす          

２ 豊かな感性や創造力を育む 

３ 社会的自立の基礎を培う 

キャリア教育の視点で教育活動を展開する。 

〔 学 校 パ ワ ー ア ッ プ の た め の 基 本 方 針 〕  
〇学校経営方針の大きな柱として、キャリア教育の基礎的・汎用的能力の育成がある。この視点で「小中一貫教育研

究推進校」の研究を通じで授業力向上を図り、学力向上へ繋げる。 

○タブレットＰＣ等のＩＣＴ機器を活用した授業改善を目指すとともに学校図書館学習センター化、情報センター化

を推進することを学校パワーアップ事業の大きな２本柱とする。 

〇全教育活動を通じてキャリア教育を推進し、将来へ目標をもった行動（学習意欲、人間関係形成能力等）に結びつ

けるため、基礎的・汎用的能力育成の視点で教科指導、体験活動、新聞教育等へ予算を有効活用する。 

○キャリア教育の勤労観・職業観を育成する教育の一貫として校内ハローワーク、勤労留学、職場訪問等を重要な行

事として位置づけ体験による学びを学校生活に結びつける。 

 

〔 児 童 ・ 生 徒 の 実 態 〕 
〇子どもらしく活発・素直で思いやりがある。 

〇勉学・運動・行事等、何事にも真剣に取り組むが、

主体的に継続的に学ぶ姿勢は不十分である。 

〇キャリア教育と言語能力の育成という視点で探求

的な学びの体験活動を増やす必要がある。 

 

 

〔 学 校 の 教 育 目 標 〕  
人間尊重の精神に基づき、校訓「人間としてかがやく」を目指し、

知性と感性に富み、健やかでたくましい生徒を育成する 

〔学力向上マニフェスト〕 

「小中一貫教育研究推進校」の研究

を通じで授業力向上を目指し学力

向上へと結びつける。授業改善、補

習活動の増強、各種検定の奨励等、

学力向上対策施策、わかる授業へタ

ブレット PC活用、学校図書館活用

の活用授業を積極的に実施する。 

①外部人材活用による教育推進 

・アシスタントティーチャー活用 

・「三中てらこや」の講師活用 

・放課後補習・検定対策補習教材 

②各種検定合格の拡大推進 

・検定用教材・書籍の充実 

③ＩＣＴ教育の推進 

電子教科書等のソフトの購入、タ

ブレットコンテンツ購入 

④「小中一貫教育研究推進校」 

研究に関わる研究推進・研究用書

籍購入・・・等。 

〔創造力あふれる教育の推進〕 
・学校図書館学習センター化事業 

・音楽が流れ、歌声が響く学校作り 

・日本文化伝統の学習推進 

①学校書館学習センター事業 

・学校図書館指導員とのコラボ授業

推進（必要物品購入） 

②部活動推進健全育          

・外部人材活用により部活動による

健全育成を目指す 

③音楽活動推進事業 

・合唱コンクール、吹奏楽部レベル

アップ（外部人材活用） 

④日本伝統文化学習の取り組み 

・和楽器指導（箏曲、太鼓）指導の

講師報償費 

⑤JRC活動･防災教育の推進 

・JRC活動を通じ救急法等の技能を

身に付け防災意識の向上を図る。 

〔未来を拓く子どもの育成〕 
・キャリア教育推進事業を拡大し

キャリアプランニング能力育成 

① キャリア教育の推進 

・キャリア教育の一環として30業

種以上の「校内ハローワーク」

の実施（講師報償費・役務費） 

・キャリア教育コンサルタントに

よるマナー講座。（講師報償費） 

② 理数教育の推進 

・「おもしろ探求授業」を実施し、

外部講師、専門機関による授業

を行い、理数科等への興味・関

心を高める（報償費） 

③ 環境教育の推進  

・緑のカーテンや花壇への植栽活

動により豊かな心と思いやりの

心を育てる。 

④ 教育環境整備 

・学ぶ環境を重点的に整備する。 

〔 学 校 パ ワ ー ア ッ プ の た め の 重 点 〕 

（様式１） 


